
永代供養墓やすらぎ 永代供養規則 

永代供養墓やすらぎ（以下、本供養墓）での永代供養に関しては、以下に定める規則によ

るものとする。 

 

第１条（永代供養の審査と申請） 

「本供養墓」で永代供養を申請する者（以下、申請者）は、本供養墓にその遺骨を埋葬し

ようとする者（以下、使用者）の氏名等を明らかにする為の必要書類を添え指定管理業者

または「本供養墓」を運営する宗教法人吉祥寺（以下、当寺）に提出する。当寺住職はす

みやかに書類審査をして受け入れの可否を申請者に報告するものとする。 

 

第２条（永代使用料・管理料） 

永代供養の申請者は、第１条の受け入れの可否報告後永代供養料、管理料を納入するもの

とし、納入された永代供養料、管理料は当寺住職が永代供養を受け入れなかった場合を除

き、いかなる理由があっても返還されない。 

 

第３条（永代の受入れ） 

当寺住職は、永代供養を受け入れる場合は、永代供養料受領後、永代供養証を作成し申請

者に交付する。 

 

第４条（使用目的） 

「本供養墓」の使用目的は、被埋葬者の遺骨を埋葬する事であり、それ以外の目的の為に

使用することは出来ない。 

 

第５条（資格） 

「本供養墓」での永代供養は、当寺の檀信徒に限らず当寺住職の認める宗教宗旨宗派に限

って行われるものとする。 

 

第６条（施工） 

「本供養墓」での永代供養が受け入れられた場合、字彫り等の工事や納骨はすべて、当寺

の定めた「本供養墓」の指定管理業者が行う。 

 

第７条（埋葬） 

「本供養墓」に埋葬することができるのは被埋葬者（使用者）の焼骨した遺骨に限られ、

埋葬に当たっては市区町村長の発行した火葬許可証又は改葬許可証を指定管理業者又は当

寺に提出しなければならない。 



第８条（埋葬の拒否） 

「本供養墓」に埋葬するには、永代供養料の納付が完了している事を条件とする。前項の

条件が満たされない場合、当寺住職及び指定管理業者は埋葬を拒否する事が出来る。 

 

第９条（骨壺安置及び散骨について） 

骨壺の安置は１霊までとして 2 霊目から全て散骨とする。最後の納骨から３０年間は「本

供養墓」での安置供養となります。３０年経過後、当寺供養墓指定管理業者が責任をもっ

て当寺境内法縁墓に散骨し石碑プレートを撤去致します。 

また、申請者又は使用者の遺族は、「本供養墓」での安置供養を継続申請する事ができる。

またその費用は、契約初期費用の半額とする。 

 

第１０条（改修および配置変更について） 

「本供養墓」は使用者及びその関係者が快適に使用出来るよう不定期に使用者・申請者に

報告なく改修及び配置の変更を行うことがある。遺骨の有る場合は、当寺住職立会いの元、

管理業者が責任をもって配置移動を行う。 

 

第１１条（天災地変等による損害） 

「本供養墓」が天災地変等や第三者の行為などによって被害を受けた場合、当寺側は一切

責任を負わないものとする。 

 

第１２条（個人情報の取り扱い） 

被埋葬者及び申請者の個人情報については、個人情報の取り扱いについてのガイドライン

に基づいて取り扱う。 

 

第１３条（改定） 

この使用規則は、必要に応じて「本供養墓」により改定されるものとする。 

 

 

２０２３年１０月改定 

 

 

上記規則確認頂き署名捺印お願い致します。 

 

 

署名               印 

 


